
中面に散策路「ブナの道」についての解説があります。

福井の自然史情報

足羽山のカタクリ

雪解け間もない早春、やわらかな日光の差し込む足羽山の林床では、

たくさんの「春植物（スプリング・エフェメラル）」が可憐な花を咲かせます。

足羽山の春植物といえばカタクリ。カタクリの群生地を歩いていると、

ときに白色の花のカタクリや吸蜜をするギフチョウ（福井市指定天然記念物）に

出会うこともあります。

春の足羽山散策は、魅力と発見がいっぱいですよ。
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左：カタクリの群生　右上：カタクリの蜜を吸うギフチョウ　右下：白色の花のカタクリ　足羽山にて吉澤康暢撮影



60年前の展示作業を物語る
陳列計画案ノート

　 昭 和26年4月、当 時 の 福 井 市 長・ 熊
くまがい

谷

太
 た さぶろう

三郎氏の発案により、当館が福井復興博覧

会の第二会場の主要施設として創設されると

いう計画が正式にスタートしました。基本構

想は、市長と、当時の光陽中学校校長だった

堀
ほり

芳
よしたか

孝氏によって作られました。そして、翌

年の４月10日より開幕する博覧会にあわせ、

わずか１年の準備期間で、展示の基本計画・

基本設計・実施計画、そして実際の標本収集

と展示作業が進められ

ました。当時の手書き

の「陳列計画案」には、

展示ケース内における

標本の陳列位置や解説

パネルの位置が具体的

に示されています。で

きあがった常設展示と

比べてみてください。

大
だいりせき
理石でできた初代の銘

めいばん
板

　当館の創立時の名称は「福井市立郷土博物

館」でした。「福井の一博物館は、郷土福井の

範囲に限定して、それに徹することが、この博

物館を価値あるものにする唯一の道である」と

の信念により、熊谷市長が『郷土』という言

葉にこだわったと推測されます。その理念に基

き、当館はこの60年間、福井県内の動物・植物・

鉱物などの資料を収集してきました。今回の

特別展では、当時の博物館玄関にはめ込まれ

ていた初代の銘板を41年ぶりに展示します。

※現在の名称からは郷土という言葉が除かれていま

すが、これはもともと地域性の意味合いの強い「自

然史」のうえに「福井市」が冠せられることで、

郷土の意味は十分含まれるという判断によります。

1951年に採集された
オナモミの標本

　 わ ず か １年

の準備期間に

もかかわらず、

県内の教 職員

の手弁当によ

る 協 力 で、 約

1400種の植物

標本を収集し

同定すること

ができました。

それらの植物

の 中 に は、 当

時はそれほど珍しくなかったのに、60年後の

今となっては、ほとんど見かけなくなったも

のも少なくありません。例えば、オナモミや

コオニタビラコは、そのような植物です。そ

れらは当時の自然を語る“証人”と言えます。

じっくり観察してください。

日本海側で採集された
ムラサキイガイとしては
現存最古の標本

　ムラサキイガイは地中海とその周辺を原産

とするイガイ科の二枚貝ですが、昭和30年代

に帰化生物として侵入し、現在では日本全国

にその分布域は広がっています。当館には高

度経済成長期（昭和40年代）以前のムラサキ

イガイの標本が保管されており、それらの標

本より、ムラサキイガイの侵入時期や経路に

関する従来の議論を検証することができまし

た。このような検証を可能にしたのは、博物

館が標本の収集

と保管という活

動を担っている

からです。論よ

り証拠、半世紀

前に収集された

実物標本をぜひ

ご覧ください。

洪水で被災した
サーカス団のライオン

　昭和34年（1959年）8月、台風による豪雨

により、足羽川が氾濫しました。当時河原で

興行していたサーカス団の小屋が流失し、ラ

イオンとトラが犠牲になりました。なんと、

当館には、このライオンのものだと思われる

骨格の一部と歯が保管されていました。保管

されていた箱には“足羽河原営業のサーカス

獣（虎？獅子？）台風時の被災獣骨格”と記

されており、また博物館の沿革史には「昭和

34年、8月、桜橋流れる、ライオン、トラ、各１、

館裏にうめる」という記述が残されているこ

とから、ほぼまちがいないと推測されます。

このライオンの歯は、半世紀も前に福井を見

舞った自然災害を示す実物

資料と言えます。

還暦記念プレ展
―六十年のあゆみと、
とっときコレクション大公開―

福井市自然史博物館　第73回特別展
1952年（昭和27年）７月20日に博物館としてスタート

した当館は、今年、人でいうところの還暦を迎えます。設
立時の資料やその後の60年間の活動記録を写真やパネル
で紹介します。そして、数ある収蔵品の中から、オヤッ、
これは何だろう？これは珍しい！これはなつかしい、と
いった、とっておきの標本を選んで展示・解説します。設
立当時に採集された標本や、ふだん目にする機会の少な
い珍しい標本が、あなたの知的好奇心をくすぐります。《開催期間》2012年3月17日㈯～5月13日㈰

手書きの
陳列計画案ノートの一部

「陳列計画案」に基づいてでき上がった展示ケース

「福井市立郷土博物館」の銘板

福井県小浜で採集された
ムラサキイガイ

ライオンの歯（左上）と骨



足羽神社

藤島神社

福井市橘曙覧
記念文学館

福井市愛宕坂

福井市
自然史博物館 黒龍神社

天魔ヶ池

継体天皇像

朝日山不動寺
FBC
送信所

ブナの道

足羽1丁目方面
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愛宕坂

足羽神社

藤島神社

ブナの道
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福井市
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天魔ヶ池

継体天皇像

朝日山不動寺
FBC
送信所

足羽山には、車道から一歩入った所に小さな散策路がいくつもあります。その1つ「ブナの

道」では、1年を通して足羽山の豊かな自然を間近で観察することができます。

早春には、キクザキイチゲやカタクリなどの春植物※のお花畑を見ることができ、自然の美

しさと生命力を感じることができるでしょう。

※早春から初夏にかけてのわずかな期間だけ地表に現れる植物を春植物（スプリング・エフェメラル）といいます。

足羽山には、車道から一歩入った所に小さな散策路がいくつもあります。その1つ「ブナの足羽山には、車道から一歩入った所に小さな散策路がいくつもあります。その1つ「ブナの

さあ、自
然観察に

でかけよ
う！ 足羽山「ブナの道」散策マップ

でかけよ
う！

～「ブナの道」位置図～

シャガの花（春）

アイノコフユイチゴの果実
（秋）

キクバオウレンの花（春）

ショウジョウバカマの花
（春～夏）

チゴユリの花（春）

キクザキイチゲの花（春）

トキワイカリソウの花（春）

ヒメアオキの雄花（春）

コブシの花（春）

カタクリの花（春）

ソヨゴの果実（秋）



《交通案内》

【電 車】

●福井鉄道福武線 公園口駅 徒歩20分

【バ ス】

●京福バス：清水グリーンライン（74系統）足羽山公園下バス停（あ

じさいの道登る）、不動山口バス停（藤島神社登る）  各徒歩10分

●コミュニティバスすまいる：西ルート（足羽・照手方面）

�愛宕坂バス停 徒歩10分�

【徒 歩】JR福井駅から徒歩30分

《ご利用案内》

開館時間●午前9時〜午後5時15分（入館は午後4時45分まで）

休 館 日●月曜日（祝休日は開館）、国民の祝休日の翌日、

�　　　　　年末年始

入 館 料●高校生以上100円（20名以上の団体は半額）

�　　　　　中学生以下、70歳以上、

�　　　　　障害者および付添の方は無料	

N
o
.353

号
　

発
行

日
  2012

年
4

月
1

日

足羽山公園下
〈あすわやまこうえんした〉

不動山口
〈ふどうさんぐち〉

《あとがき》

今年の7月20日に還暦を迎える当館は、60年と

いう長い歳月の間、郷土の博物館として多くの先生

方や市民の皆様に支えられてきました。この節目の

年にあたり、3月17日から開催中の春の特別展では、

当館の60年間の活動記録をもとに、そのあゆみを

振り返ると共に、歴史を実感させるとっておきの標

本を数多く展示しています。

続いて夏の特別展では、貴重な収蔵標本を一堂

に展示し、実物資料が語る60年間の自然の移り変

わりをぜひご覧頂きたいと思っています。私も学芸

員として博物館の還暦に立ち会うことができること、

福井の自然を改めて見つめなおす機会に恵まれたこ

とに、とても感謝しています。（中村）

　私の博物館との出会いは、小学校1年生（昭和27年4月）のと

きに足羽山で開催された福井復興博覧会の第二会場です。印象に

残っているのは、県内の四季を現した1階のジオラマです。東尋坊

の海底のようす、奥越の残雪期のツキノワグマ、晩秋の若狭路の

イノシシの剥製などが並ぶリアルな生態展示でした。この展示手

法は当時国内では初の試みで、高く評価されていたようです。

　次の博物館訪問は、高校3年生のときです。宇宙に限りない興

味を抱いており、博物館屋上にある天文台の望遠鏡を使わせてほ

しいと申し込みにいったのです。当時は高校生でも夜間の天文台

使用が可能だったのです。これがきっかけで博物館との縁が深ま

り、大学生になってから小中高生の天文クラブの指導を任されま

した。

　大学を卒業し教職に就くと同時に、博物館の地学領域の嘱託

（現在の協力員）の辞令をいただき、博物館活動に本格的に参

加するようになりました。当時の博物館の職員は館長含め4～5

人体制で、学芸員は一人もいない状態でした。専門的な分野の

自然史講座の担当、生物名の問い合わせ、特別展の準備などは、

中学校や高等学校の理科の教員が博物館の嘱託として任命され、

博物館活動を全面的に支えていたのです。

　当館は昭和27（1952）年7月20日に福井市立郷土博物館として

スタートしました。今年は開館60年目にあたります。福井市は昭

和20年7月に空襲、昭和23年6月には福井大震災とたび重なる災

害に見舞われました。当時の福井市長であった熊
くまがい

谷太
 た さぶろう

三郎氏は、

沈みがちな市民に心をいやしてもらおうと、市街地のどこからで

も見える足羽山に、四季折々の花が見られる植物園をつくる構想

を持ったのです。その後、努力の甲斐あって福井市は復興を果た

し、内外に宣言する目的で福井復興博覧会の開催が企画されまし

た。熊谷氏の構想は、足羽山を博

覧会の第二会場とし、そこの主要

施設として動物、植物、昆虫、岩石、

化石、鉱物などを所蔵し展示する

郷土博物館をつくる構想に発展した

のです。当時の市民は日常生活が目

いっぱいで、多くの予算を使う文化施設をつくる提案は反対も多

かったようです。しかし、熊谷氏は多くの標本を所蔵し郷土の貴

重な自然を紹介する博物館を造ることは、未来を担う青少年たち

にとって大きな存在価値があると信じ計画を進めたのです。そし

て、博物館屋上は県下一の展望所となりました。福井市街をはじめ、

平野の全貌、雪をいただく白山連峰などが望まれます。熊谷氏の

先見の明に感心します。氏は晩年「若き日のわが夢ひとつ実を結び、

かの山に立つ白き建物」という歌を残しています。

　創立時、福井県初の博物館としてオープンするために、ほぼ１

年間という短期間で、県内各地より各種標本が学校の先生方や生

徒の皆さんにより精力的に集められました。これらの標本類は採

集時の記録と共に大切に保管されています。当館が所蔵している

標本数は現在約12万点です。これらの標本類は全て郷土の貴重な

宝物です。標本から当時の福井の自然環境を知ると同時に、現在

の自然をひも解くことができるのです。博物館は、自然のタイム

カプセルと言えます。今後、生物標本の遺伝子レベルの解析や安

定同位体比の測定などの研究が行われる際には、貴重なデータ源

を提供できる施設になると思われます。

　創立60年目の春を迎えるにあたり、当館の成り立ちの歴史を

見つめ直し、さらなる充実と飛躍を目指して努力する所存です。

市民の皆様のご協力ご支援をお願いいたします。

創立60年目の春を迎えて

吉澤康暢（福井市自然史博物館館長）

昭和32年10月4日、秩父宮妃殿下御来福。

妃殿下が博物館屋上にて福井市街を展望

される。熊谷太三郎氏（右端）がご説明役。

昭和43年頃の歴代館長（前列）と各分野の

博物館嘱託。筆者は後列左から3人目。
昭和32年1月27日に福井市久喜津町狐橋

の河原で死体で拾得されたトキの剥製。

（当館所蔵）

創立当時の1階ジオラマ常設展示

「早春の奥越」。

屋上天文台内に設置されていた

大型屈折赤道儀式天体望遠鏡の

初代機（対物レンズは直径15cm

のアクロマート）。


